
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低める方法であって、上記液晶パネルは複
数の を駆動する複数のピクセルドライバーを具え、各ピクセルドライバーは、
　第三スイッチを通して上記 と接続する保存コンデンサーと、
　上記保存コンデンサーとデータラインとの間に接続され、オンにされる場合は上記保存
コンデンサーが上記データラインから送られるデータを受信するようにさせる第一スイッ
チと、
　第二スイッチを通して上記保存コンデンサーに接続され、上記第二スイッチがオンにさ
れる場合に上記保存コンデンサーから送られるデータを受信するコンパレーターと、
　入力端 上記コンパレーターの出力端に接続され、出力端 第四スイッチを通して上記

に接続される選択回路とを含み、
　上記方法は、
　（ａ）上記第一スイッチと上記第三スイッチとをオンにし、上記第二スイッチと上記第
四スイッチとをオフにし、上記データラインから送られるデータを上記 と上記保
存コンデンサーに 、
　（ｂ）上記第一スイッチと上記第三スイッチとをオフにし、上記第二スイッチと上記第
四スイッチとをオンにし、上記保存コンデンサーに保存される電圧を上記コンパレーター
に出力して参照電圧と比較させ、その比較結果により制御信号を上記選択回路に出力し、
上記選択回路が上記制御信号により対応する表示信号を上記 に出力するように

10

20

JP 3898668 B2 2007.3.28

液晶画素
液晶画素

が が
液晶画素

液晶画素
送信するステップと

液晶画素 さ



を含むことを特徴とする液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低め
る方法。
【請求項２】
　上記ステップ（ｂ）において、上記保存コンデンサーの電圧が上記参照電圧を上回る場
合、上記選択回路の上記制御信号により出力する表示信号が 、そ
して上記 の電圧が上記参照電圧を下回る場合、上記選択回路の上記制御
信号により出力する ことを特徴とする請求項１記載
の液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低める方法。
【請求項３】
　上記参照電圧が であること
を特徴とする請求項１記載の液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低める方法。
【請求項４】
　上記第三スイッチと第四スイッチが相補型スイッチであり、上記第三スイッチがオンに
される場合、上記第四スイッチがオフになり、上記第三スイッチがオフにされる場合、上
記第四スイッチがオンになることを特徴とする請求項１記載の液晶パネルの待機モードに
おける電力消費を低める方法。
【請求項５】
　上記第三スイッチと上記第一スイッチが同時にオンにされ、ただし上記第三スイッチは
上記第一スイッチがオフにされた後しばらくたってからオフになり、上記保存コンデンサ
ーが上記 の電圧維持に補助できるようにさせることを特徴とする請求項４記載の
液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低める方法。
【請求項６】
　上記第二スイッチが上記第三スイッチがオフにされた後にすぐオンになり、上記コンパ
レーターが上記保存コンデンサーの電圧を読み取れるに足りる時間をたってからオフにな
ることを特徴とする請求項５記載の液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低める方
法。
【請求項７】
　上記第三スイッチがオンにされる場合は正常操作モードであり、上記第三スイッチがオ
フにされる場合は待機モードであることを特徴とする請求項１記載の液晶パネルの待機モ
ードにおける電力消費を低める方法。
【請求項８】
　上記保存コンデンサーと上記 が共通電圧に接続されることを特徴とする請求項
１記載の液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低める方法。
【請求項９】
　上記共通電圧がスイング信号または非スイング信号であることを特徴とする請求項８記
載の液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低める方法。
【請求項１０】
　上記第一スイッチは により制御され、上記第二スイッチは第二クロック信
号により制御され、上記第三スイッチと上記第四スイッチは第一クロック信号 制御
されることを特徴とする請求項１記載の液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低め
る方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は液晶パネルの電力消費を低める方法に関し、特に液晶パネルの待機モードに
おける電力消費を低める方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　液晶パネルは通常モードにおいて、フルカラーでハイコントラストかつ反応速度が速い
表示画面を提供することができる。しかし、データラインがより高い電圧とより速い周波
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数を送らねばならないため、より多くの電力を消費せねばならない。一般に電力消費の計
算式はＣＶ２ Ｆ＋Ｉｓ Ｖであって、Ｃは電気容量値であり、Ｖは電圧値であり、Ｆは周波
数であり、Ｉｓ はスタティック電流である。電気容量値と電圧値は液晶パネルの大きさと
解像度を決め、そして周波数は解像度と第一スイッチの性能によって決められる。電力消
費を低めるため、液晶パネルが待機モードになる場合、内部回路を通して液晶パネルが低
階調グレースケール方式で静的画面を表示するようにさせ、データラインにより低い電圧
とより遅い周波数を送らせ、電気消費を節約する。
【０００３】
　図１と図２を参照する。図１は従来の技術によるデジタルメモリー２２をピクセルドラ
イバー１０に統合する機構を表わす説明図であり、図２は図１におけるピクセルドライバ
ー１０の操作の模擬電圧を表わす説明図である。図１で示されるように、ピクセルドライ
バー１０は第一スイッチ１２と、保存コンデンサー１４と、液晶コンデンサー１６とを含
み、スキャンライン２０を通して第一スイッチ１２をオンにしてデータライン１８におけ
るデータを液晶コンデンサー１６に送らせる。保存コンデンサー１４と液晶コンデンサー
１６とは並列接続され、液晶コンデンサー１６電圧安定を維持する。ピクセルドライバー
１０は更にデジタルメモリー２２を具え、その第一端は第二スイッチ２６を通して液晶コ
ンデンサー１６の一端に接続され、その第二端は第三スイッチ２４を通して液晶コンデン
サー１６の同一端に接続される。液晶コンデンサー１６のほかの一端はスイング電圧であ
る共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ に接続され、第二スイッチ２４と第三スイッチ２６の切り替えはそれ
ぞれ第一コントロールライン２８と第二コントロールライン３０により制御される。液晶
パネルが通常モードにおいて、第一コントロールライン２８は第二スイッチ２４をオフに
し、第二コントロールライン３０は第三スイッチ２６をオフにし、データライン１８にお
けるデータは第一スイッチ１２を通して液晶コンデンサー１６に送られる。液晶パネルが
準備モードになる場合、液晶コンデンサー１６におけるデータは高電圧または低電圧であ
る。図２は液晶パネルが準備モードにおいて、液晶コンデンサー１６におけるデータが高
電圧である場合示す。
【０００４】
　図２で示されるように、液晶パネルが準備モードに入り、第一コントロールライン２８
は第二スイッチ２４をオンにして液晶コンデンサー１６に保存される高電圧をデジタルメ
モリー２２に送り、続いて液晶パネルが待機モードに入り、共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ のスイング
周期に合わせて交替に第三スイッチ２６と第二スイッチ２４とを切り替え、液晶コンデン
サー１６の両端に固定した電圧差を維持させ、液晶パネルに黒画面を表示させる。仮にデ
ジタルメモリー２２が準備モードにおいて低電圧を保存すれば、第二スイッチ２４と第三
スイッチ２６との交替的な切り替えと共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ のスイングを通して、液晶コンデ
ンサー１６の電圧差をなくし、液晶パネルに白画面を表示させる。デジタルメモリー２２
により液晶コンデンサー１６の電圧を保存すれば、データライン１８に伝送される高周波
数電圧をしばらく停止させ、電力消費を低めることができる。
【０００５】
　図３を参照する。図３はダイナミックメモリーをピクセルドライバー３２に統合する機
構を表わす説明図である。説明の簡潔さをはかるため、図面における同じデバイスに同じ
番号をつける。図３で示されるように、一般のピクセルドライバーが具える第一スイッチ
１２と、保存コンデンサー１４と、液晶コンデンサー１６とのほか、ピクセルドライバー
３２は更に選択スイッチ３４と、相補選択スイッチ３６と、第一接続スイッチ３８と、第
二接続スイッチ４０と、アドレススイッチ４２とを含んでなる。液晶パネルが通常モード
における場合、スキャンライン２０により第一スイッチ１２とアドレススイッチ４２はオ
ンにされ、更新信号ライン４４により第一接続スイッチ３８と第二接続スイッチ４０とは
オフにされ、データライン１８におけるデータが保存コンデンサー１４に送信される。こ
の時、仮に保存コンデンサー１４に保存されるのは高電圧であれば、選択スイッチ３４が
オンにされ、参照電圧ライン４６におけるデータが液晶コンデンサー１６に送信され、仮
に保存コンデンサー１４に保存されるのは低電圧であれば、選択スイッチ３４がオフにさ
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れ、液晶コンデンサー１６の電圧が維持される。言い換えれば、液晶コンデンサー１６の
電圧はスキャンライン２０が第一スイッチ１２とアドレススイッチ４２とをオンにする時
間によって決められ、スキャンライン２０の導通パルスの幅によって液晶コンデンサー１
６の電圧が制御されることである。
【０００６】
　液晶パネルが待機モードにおいて、スキャンライン２０は第一スイッチ１２とアドレス
スイッチ４２とをオフにし、更新信号ライン４４は第一接続スイッチ３８と第二接続スイ
ッチ４０とをオンにする。この時、仮に保存コンデンサー１４に保存されるのは高電圧で
ある場合、選択スイッチ３４はオンにされ、相補選択スイッチ３６はオフにされ、参照電
圧ライン４６におけるデータは第一接続スイッチ３８を通して液晶コンデンサー１６に送
られ、液晶パネルは黒画面を表示する。仮に保存コンデンサー１４に保存されるのは低電
圧である場合、選択スイッチ３４はオフにされ、相補選択スイッチ３６はオンにされ、共
通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ を第二接続スイッチ４０を通して液晶コンデンサー１６に送られ、液晶パ
ネルは白画面を表示する。かくして液晶パネルが待機モードにおいて、保存コンデンサー
１４はダイナミックメモリーセルが液晶コンデンサー１６の電圧を記憶するように、デー
タラインに送られる高周波数電圧を一時的に停止させ、電力消費を節約することができる
。
【０００７】
　前述によって、液晶パネルが通常モードにおいて、データライン１８がより高電圧とよ
り速い周波数を送る場合、相対的により多くの電力を消費する。ゆえに液晶パネルが待機
モードに入ってから、ピクセルドライバーの内部につけられるメモリーセルを利用して電
圧を保存することによって、液晶パネルに白画面または黒画面を表示させる。しかし、図
１におけるピクセルドライバー１０にはデジタルメモリー２２が統合されるため、ピクセ
ルドライバー１０が利用するトランジスターまたは信号ラインの数量が過多のおそれがあ
り、ピクセルドライバー１０が反射式または半透過式液晶パネルにのみ利用されることが
できる。図３におけるピクセルドライバー３２の共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ はスイング電圧ではな
いため、小型かつ省エネルギーの目標を達成できない。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
　この発明は前述の問題を解決するため、液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低
める方法を提供することを課題とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　この発明は液晶パネルの待機モードにおける電力消費を低める方法である。該液晶パネ
ルは複数の を駆動する複数のピクセルドライバーを具え、各ピクセルドライバー
は 保存コンデンサーと、４個のスイッチと、コンパレーターと、選択回路とを含んでな
る。該方法は以下のステップを含んでなる。（ａ）該第一スイッチと該第三スイッチとを
オンにし、該第二スイッチと該第四スイッチとをオフにし、該データラインから送られる
データを該 と該保存コンデンサーとに送信する。（ｂ）該第一スイッチと該第三
スイッチとをオフにし、該第二スイッチと該第四スイッチとをオンにし、該保存コンデン
サーに保存される電圧を該コンパレーターに出力して参照電圧と比較させ、その比較結果
により制御信号を該選択回路に出力し、該選択回路が該制御信号により対応する表示信号
を該 に出力するようにさせる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　この発明は液晶パネルの電力消費を低める方法に関し、特に液晶パネルの待機モードに
おける電力消費を低める方法に関する。該液晶パネルは複数の を駆動する複数の
ピクセルドライバーを具え、各ピクセルドライバーは 保存コンデンサーと、４個のスイ
ッチと、コンパレーターと、選択回路とを含んでなる。該方法は以下のステップを含んで
なる。（ａ）該第一スイッチと該第三スイッチとをオンにし、該第二スイッチと該第四ス
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イッチとをオフにし、該データラインから送られるデータを該 と該保存コンデン
サーとに送信する。（ｂ）該第一スイッチと該第三スイッチとをオフにし、該第二スイッ
チと該第四スイッチとをオンにし、該保存コンデンサーに保存される電圧を該コンパレー
ターに出力して参照電圧と比較させ、その比較結果により制御信号を該選択回路に出力し
、該選択回路が該制御信号により対応する表示信号を該 に出力するようにさせる
。
【００１１】
　　（第１の実施例）
　図４を参照する。図４はこの発明によるピクセルドライバー５０の構造を表わす説明図
である。この発明によるピクセルドライバー５０は、

、保存コンデンサー１４とデータライン１８と
の間に接続される第一スイッチ１２と、入力端が第二スイッチ５２を通して保存コンデン
サー１４に接続されて出力端が選択回路６０の入力端に接続されるコンパレーター５８と
、出力端が第四スイッチ５６を通して １６に接続される選択回路６０とを含んで
なる。この発明によるピクセルドライバー５０は更に第一スイッチ１２を制御するスキャ
ンライン２０と、第三スイッチ５４と第四スイッチ５６とを制御する第一クロック信号６
２と、第二スイッチ５２を制御する第二クロック信号６４とを含んでなる。第三スイッチ
５４と第四スイッチ５６とは相補スイッチであり、言い換えれば第三スイッチ５４がオン
にされる場合、第四スイッチ５６がオフにされ、反対に第三スイッチ５４がオフにされる
場合、第四スイッチ５６がオンにされることである。また、保存コンデンサー１４と

１６との接地端は共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６に接続され、共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６は非スイ
ング電圧またはスイング電圧であり、スイング電圧を利用すればより低いピーク電圧のみ
で同じ電圧差を得られ、電力消費を低めることができる。この実施例における共通電圧Ｖ

Ｃ Ｏ Ｍ ６６はスイング電圧を例にして説明する。
【００１２】
　液晶パネルが通常モードにおける場合、ピクセルドライバー５０の第一スイッチ１２と
第三スイッチ５４はオンにされ、第二スイッチ５２と第四スイッチ５６はオフにされ、デ
ータライン１８から送られるデータは保存コンデンサー１４と １６に送られる。
液晶パネルが通常モードにおいて、保存コンデンサー１４は １６に並列接続され
、よって １６の電圧の安定性が維持される。 １６の両端の電圧は液晶回
転の角度を決めて光の透過を制御する。液晶パネルが待機モードにおいて、ピクセルドラ
イバー５０の第一スイッチ１２と第三スイッチ５４はオフにされ、第二スイッチ５２と第
四スイッチ５６はオンにされ、よって保存コンデンサー１４に保存される電圧がコンパレ
ーター５８に入力されて参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０と比較され、またその比較結果により制御
信号が選択回路６０に送られ、そして選択回路６０は該制御信号により対応する表示信号
が １６に送られる。参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０は、

である。保存コンデンサー１４の電圧が参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０を上
回る場合、選択回路６０は該制御信号により位相反対の共通電圧ＸＶＣ Ｏ Ｍ ６８を出力し

１６の両端を高電圧にさせて液晶パネルに黒画面を表示させる。位相反対の共通
電圧ＸＶＣ Ｏ Ｍ ６８と共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６とは相補の電圧信号である。反対に、保存コ
ンデンサー１４の電圧が参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０を下回る場合、選択回路６０は該制御信号
により共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６を出力し １６の両端を低電圧にさせて液晶パネルに
白画面を表示させる。液晶パネルにおけるピクセルドライバー５０の詳細な操作説明は次
の通りである。
【００１３】
　図５を参照する。図５は図４におけるピクセルドライバー５０の操作のタイミング図で
ある。図５で示されるように、ＳＬはスキャンライン２０の信号であり、ＣＫ１は第一ク
ロック信号６２であり、ＣＫ２は第二クロック信号６４である。ピクセルドライバー５０
の操作は通常モードにおいて充電段階と保持段階との二段階に分けられる。
【００１４】
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　充電段階において、スキャンライン２０は第一スイッチ１２をオンにし、第一クロック
信号６２は第三スイッチ５４をオンにして第四スイッチ５６をオフにし、第二クロック信
号６４は第二スイッチ５２をオフにしてデータライン１８から送られるデータを保存コン
デンサー１４と １６とに送信する。
【００１５】
　続いて保持段階に入り、スキャンライン２０は第一スイッチ１２をオフにし、第一クロ
ック信号６２は引き続き第三スイッチ５４をオンにして第四スイッチ５６をオフにし、第
二クロック信号６４は引き続き第二スイッチ５２をオフにして保存コンデンサー１４が

１６の電圧維持に補助できるようにさせる。
【００１６】
　ピクセルドライバー５０の操作は待機モードにおいて比較段階と、ラッチング段階と、
スイング信号供給段階と三段階に分けられる。
【００１７】
　比較段階において、スキャンライン２０は第一スイッチ１２をオフにし、第一クロック
信号６２は第三スイッチ５４をオフにして第四スイッチ５６をオンにし、第二クロック信
号６４は第二スイッチ５２をオンにし、保存コンデンサー１４における電圧は第二スイッ
チ５２を通してコンパレーター５８に送られて参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０と比較され、その比
較結果により選択回路６０に制御信号が送信される。
【００１８】
　続いてラッチング段階に入り、スキャンライン２０は引き続き第一スイッチ１２をオフ
にし、第一クロック信号６２は引き続き第三スイッチ５４をオフにして第四スイッチ５６
をオンにし、第二クロック信号６４は第二スイッチ５２をオフにしてコンパレーター５８
の出力結果を確認する。
【００１９】
　最後にスイング信号供給段階に入り、すべてのスイッチの開閉状態を維持し、仮に保存
コンデンサー１４の電圧が参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０を上回る場合、該制御信号は高電圧であ
り、選択回路６０が １６に共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６を出力するようにさせ、仮に保
存コンデンサー１４の電圧が参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０を下回る場合、該制御信号は低電圧で
あり、選択回路６０が １６に位相反対の共通電圧ＸＶＣ Ｏ Ｍ ６８を出力するよう
にさせる。
【００２０】
　図６を参照する。図６は図４におけるピクセルドライバー５０の操作の模擬電圧を表わ
す説明図である。Ｖ（ＳＣＡＮ）はスキャンライン２０の電圧であり、Ｖ（ＤＡＴＡ）は
データライン１８の電圧であり、Ｖ（５０％）は参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０であり、Ｖ（ＣＫ
１）は第一クロック信号６２の電圧であり、Ｖ（ＣＫ２）は第二クロック信号６４の電圧
であり、Ｖ（ＣＯＭ）は共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６であり、Ｖ（ＣＬＣ）は １６の電
圧である。
【００２１】
　まず、液晶パネルが通常モードにおいて、スキャンライン２０は高電圧であり第一スイ
ッチ１２をオンにし、第一クロック信号６２は高電圧であり第三スイッチ５４をオンにし
て第四スイッチ５６をオフにし、第二クロック信号６４は低電圧であり第二スイッチ５２
をオフにし、データライン１８における電圧は参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０を下回り、データラ
イン１８が保存コンデンサー１４と １６を充電する。
【００２２】
　続いてスキャンライン２０は低電圧になり第一スイッチ１２をオフにして保存コンデン
サー１４が １６の電圧維持に補助できるようにさせる。第一クロック信号６２は
低電圧になり第三スイッチ５４をオフにして第四スイッチ５６をオンにし、液晶パネルは
待機モードに入り、第二クロック信号６４は高電圧になり第二スイッチ５２をしばらくオ
ンにしてからまたオフにし、保存コンデンサー１４に保存される電圧をコンパレーター５
８に送って参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０と比較させる。保存コンデンサー１４に保存される電圧
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が参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０を下回るため、コンパレーター５８は該制御信号を出力して選択
回路６０が共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６を １６に送るようにさせる。図６におけるＶ（
ＣＬＣ）とＶ（ＣＯＭ）の前半で示されるように、 １６の両端の電圧差は０Ｖで
あり、液晶パネルは白画面を表示する。液晶パネルがまた通常モードに戻る場合、スキャ
ンライン２０は高電圧に戻り第一スイッチ１２をオンにし、第一クロック信号６２は高電
圧に戻り第三スイッチ５４をオンにして第四スイッチ５６をオフにし、第二クロック信号
６４は低電圧に戻り第二スイッチ５２をオフにし、データライン１８における電圧は参照
電圧Ｖ５ ０ ％ ７０を上回り、データライン１８が保存コンデンサー１４と １６を
充電する。
【００２３】
　続いてスキャンライン２０は低電圧になり第一スイッチ１２をオフにして保存コンデン
サー１４が １６の電圧維持に補助できるようにさせる。第一クロック信号６２は
低電圧になり第三スイッチ５４をオフにして第四スイッチ５６をオンにし、液晶パネルは
待機モードに入り、第二クロック信号６４は高電圧になり第二スイッチ５２をしばらくオ
ンにしてからまたオフにし、保存コンデンサー１４に保存される電圧をコンパレーター５
８に送って参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０と比較させる。保存コンデンサー１４に保存される電圧
が参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０を上回るため、コンパレーター５８は該制御信号を出力して選択
回路６０が位相反対の共通電圧ＸＶＣ Ｏ Ｍ ６８を １６に送るようにさせる。図６
におけるＶ（ＣＬＣ）とＶ（ＣＯＭ）の後半で示されるように、 １６の両端の電
圧差は４Ｖであり、液晶パネルは黒画面を表示する。
【００２４】
　図７を参照する。図７はこの発明によるピクセルドライバー５０の回路構造を表わす説
明図である。図７における破線の部分は図４におけるコンパレーター５８と選択回路６０
との回路構造である。図７で示されるように、コンパレーター５８は７個のトランジスタ
ーからなり、選択回路６０は２個のトランジスターからなる。しかし図７におけるコンパ
レーター５８と選択回路６０は単なる実施例のみであり、その他の回路構造からなるコン
パレーター５８と選択回路６０もこの発明に含まれる。ただしピクセルドライバー５０を
透過式液晶パネルに応用するため、コンパレーター５８と選択回路６０のために使用する
トランジスターの数量をできるだけ減らさねばならない。
【００２５】
　前述の通りに、この発明は一般のピクセルドライバーに第二スイッチ５２と、第三スイ
ッチ５４と、第四スイッチ５６と、コンパレーター５８と、選択回路６０とを取り付け、
第二スイッチ５２と、第三スイッチ５４と、第四スイッチ５６との開閉を利用して、この
発明によるピクセルドライバー５０の操作を通常モードにおいて一般のピクセルドライバ
ーの操作と一致させる。液晶パネルが待機モードにおいて、コンパレーター５８を利用し
て保存コンデンサー１４の電圧を参照電圧Ｖ５ ０ ％ ７０と比較させ、比較結果により該制
御信号を選択回路６０に送る。選択回路６０は該制御信号により対応する電圧を
１６に出力し、 １６の両端の電圧を高電圧または低電圧にし、よって液晶パネル
の黒画面か白画面表示を制御する。かくしてデータライン１８に送られる高周波数電圧信
号を一時的に停止させ、パネルの水平データドライバーと垂直スキャンドライバーをオフ
にし、電力消費を節約することができる。
【００２６】
【発明の効果】
　従来の技術と比べ、この発明によるピクセルドライバー５０は通常モードにおいて、デ
ータライン１８が第一スイッチ１２を通して保存コンデンサー１４と １６を直接
に充電し、一般のピクセルドライバーと一致する。ダイナミックメモリーをピクセルドラ
イバー３２に統合する従来の方法は第一スイッチ１２の導通パルスの幅により保存コンデ
ンサー１４の電圧を制御し、また保存コンデンサー１４の電圧により １６の充電
時間を制御することであって、データライン１８を通して １６を直接に充電する
わけでなく、かかる操作においては他の問題が起こる。また、この発明によるピクセルド
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ライバー５０は共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６がスイング信号である場合でも非スイング信号であ
る場合でも応用されることができるが、スイング信号を利用する共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６は
ピーク電圧を低められ、電力消費を節約できる。ダイナミックメモリーをピクセルドライ
バー３２に統合する従来の方法における共通電圧ＶＣ Ｏ Ｍ ６６は非スイング信号であるた
め、小型省エネルギーの目標を達成できない。また、この発明によるピクセルドライバー
５０は待機モードにおいて、コンパレーター５８と選択回路６０とを利用して電力消費を
低め、それにパネルにおける水平データドライバーと垂直スキャンドライバーをオフにし
、更に電力消費を節約することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来の技術によるデジタルメモリーをピクセルドライバーに統合する機構を表
わす説明図である。
【図２】　図１におけるピクセルドライバーの操作の模擬電圧を表わす説明図である。
【図３】　ダイナミックメモリーをピクセルドライバーに統合する機構を表わす説明図で
ある
【図４】　この発明によるピクセルドライバーの構造を表わす説明図である。
【図５】　図４におけるピクセルドライバーの操作のタイミング図である。
【図６】　図４におけるピクセルドライバーの操作の模擬電圧を表わす説明図である。
【図７】　この発明によるピクセルドライバーの回路構造を表わす説明図である
【符号の説明】
１０　　　　　　　　　　ピクセルドライバー
１２　　　　　　　　　　第一スイッチ
１４　　　　　　　　　　保存コンデンサー
１６　　　　　　　　　　
１８　　　　　　　　　　データライン
２０　　　　　　　　　　スキャンライン
２２　　　　　　　　　　デジタルメモリー
２４　　　　　　　　　　第二スイッチ
２６　　　　　　　　　　第三スイッチ
２８　　　　　　　　　　第一コントロールライン
３０　　　　　　　　　　第二コントロールライン
３２　　　　　　　　　　ピクセルドライバー
３４　　　　　　　　　　選択回路
３６　　　　　　　　　　相補選択回路
３８　　　　　　　　　　第一接続スイッチ
４０　　　　　　　　　　第二接続スイッチ
４２　　　　　　　　　　アドレススイッチ
４４　　　　　　　　　　更新信号ライン
４６　　　　　　　　　　参照電圧ライン
５０　　　　　　　　　　ピクセルドライバー
５２　　　　　　　　　　第二スイッチ
５４　　　　　　　　　　第三スイッチ
５６　　　　　　　　　　第四スイッチ
５８　　　　　　　　　　コンパレーター
６０　　　　　　　　　　選択回路
６２　　　　　　　　　　第一クロック信号
６４　　　　　　　　　　第二クロック信号
６６　　　　　　　　　　共通電圧
６８　　　　　　　　　　位相反対の共通電圧
７０　　　　　　　　　　参照電圧
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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